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1

・ 子ども・子育て支援推進条例の改正について、経緯や理念及び
改正骨子案について説明

・ 条例の対象となる子ども・若者の整理についてなどのご意見

前回

令和６年２月定例会（条例改正骨子の報告）議会

対応
・ 条例の対象の整理 ⇒“こども”の定義

・ 改正素案（たたき台）の作成

令和６年３月25日の子ども・若者施策審議会

１ ふり返り 条例



子ども・子育て支援の重要性について、全ての県民が認識を共有し、
子ども・子育て支援の取組を推進することを目指す

【条例に基づく取組の一例】

かながわ子ども・子育て支援大賞
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２ 子ども・子育て支援推進条例とは

✔ 子育てを応援する事業者の認証

✔ 子ども・子育て支援の推進に係る表彰

✔ 子ども・子育て支援応援月間（８月）

条例

１ 目的

２ 施行 平成19年10月１日

３ 主な内容
基本理念、関係主体の責務、
推進体制の整備、子どもへの支援

４条例に基づく主な取組
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３ 条例改正の経緯 条例

現行条例 近年の状況変化 改 正

こども基本法 （R5.4月施行）

○差別の禁止
○最善の利益の確保
○生命・生存・発達に対する権利
○子どもの意見の尊重

こども大綱 （R5.12月策定）

○こどもまんなか社会の実現

近年の課題

○児童虐待・いじめ
○ヤングケアラー
○子どもの貧困 等

こどもの目線に立った
こども施策推進のため、
現行条例を改正

○急速な少子化の進展
○家庭・地域を取り巻く環境の
変化

子ども・子育て支援
の推進

「子ども・子育て支援」から「こども目線」へ



こども
＝心身の発達の過程にあり、おとなとして円滑な社会生活を送る
ことができるようになるまでの成長の過程にある者

【条例改正素案（たたき台）第１章第１節２（１）】
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＝心身の発達の過程にあるもの

【こども大綱】

※「ポスト青年期」の年齢上限は「こども大綱」には示されていない。

＝「乳幼児期」（義務教育年齢に達するまで）、「学童期」（小学生年代）、

「思春期」（中学生年代からおおむね18歳まで）、「青年期」「おおむね18歳以降から

おおむね30歳未満。施策によってはポスト青年期のものも対象とする。

【こども大綱】

４ 条例の対象

参 考

条例における定義



誰もが自分らしく幸せに
暮らせる社会

それによって実現されるかながわの姿

こどもの目線に立った施策の推進を通じて、

こども一人ひとりが自分らしく、幸せに暮らせ
る社会を実現し、未来を担う人材を社会全体
で育む。

本県の
目指す社会
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５ 改正条例の目的 条例



父母その他の保護者が、子育ての責任を果たせるよう、
子育ての「負担軽減」や「不安解消」を進める。

父母その他の保護者だけでなく、社会全体が当事者と
して主体的に子育てに関わる。

子どもの目線に立って、子どもにとって一番いいこと
は何かを考える。

社会の一人ひとりが子育て当事者

子育てしやすい社会環境の整備

子どもの目線に立った権利・利益の尊重①

【１層】

【中心】

【２層】

②

③
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６ 改正条例の基本理念 条例



○ 子どもの健やかな育ちのための施策
・子どもの居場所づくり
・孤独・孤立の状態にある子どもに対する支援
・不登校の子どもへの支援 等

○ 子どもの権利擁護
・虐待の早期発見や自立支援の充実
・いじめ防止 等
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かながわ子ども家庭110番相談ＬＩＮＥ 子ども食堂

７-１ 個別施策① 条例



○ 困難を抱える子どもへの施策
・ひきこもり当事者とその家族への支援
・子ども・若者の自立に向けた支援
・貧困の状況にある子ども等に対する支援
・ヤングケアラーへの支援
・医療的ケア児への支援 等
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○ 子育てしやすい社会環境づくり
・母子に係る保健及び医療に係る取組への支援
・子育ての負担の軽減を図るための支援
・子育てと職業活動などとの両立支援 等

生活困りごとサポートサイト
「さぽなびかながわ」

保育所の使用済みおむつ処分支援「手ぶらで保育」

７-２ 個別施策② 条例



近年顕在化した課題への対応
・不登校、ヤングケアラーなど、こどもや子育て家庭が抱える課題について、

防止や支援等の対策を講じる旨を規定。

８ 改正条例素案（たたき台）のポイント
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条例

１

こどもの権利の保障
・基本理念の最初に、差別を受けないこと、権利・意見の尊重、社会参画・意見表

明の機会の確保等を規定。

・児童虐待やいじめの防止について規定。

２
意見表明の機会確保・意見の反映

・社会参画の機会の確保、意見表明と反映、反映結果の伝達について規定。

・こどもが主体的に政策に参加できる取組の実施について規定。

３

全体像は「別紙」をご参照ください



令和６年度 令和７年度

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

改正条例
施行

周知期間
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９ 条例改正のスケジュール 条例

県
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き
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子ども・若者や市町村、

関係団体等への意見聴取・
反映

子
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会

子
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会

子
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子ども・子育て支援推進条例改正案について、パブリックコメントを実施しています。
より良い条例となるよう、意見をお寄せください。

期間：令和６年７月１０日（水）～８月８日（木）

１０ 条例改正についてパブコメ実施中

○ 郵送またはファクシミリ

用紙にご記入いただくか、任意様式にご意見をご記入のうえ、次の宛先までお送りください。

📪 郵送：〒２３１－８５８８神奈川県次世代育成課 調整グループ 宛 (住所の記載は不要です)

📠 ファクシミリ：０４５－２１０－８９５６

○ フォームメール
県ホームページの次世代育成課のページからご意見をお送りいただけます。
（https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=5798&accessFrom=）

※ 意見提出にあたっては、「神奈川県子ども・子育て支援推進条例」改正素案（たたき台）に関するご意見である旨を明記してください。

※ ご意見については、県の考え方を整理したうえで公表します。 （個別のご意見に対して、直接の回答はいたしませんのでご了承ください。）
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二次元
バーコード
はこちら
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【参考】 こどもの意見反映に向けた取組（概要）

多様なこども達の意見を聴く場を設置
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【参考】 子ども目線会議（リアル版①）

令和６年６月６日（木）
県立田奈高等学校

高校生の“生の声”

生活保護基準を少し超過した
世帯は保護を受けられず生活
が苦しい。
生活する上での格差をなくし
てほしい。

小学生時代にいじめに遭って
心がボロボロになった。
いじめ対策をしてほしい。
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【参考】 子ども目線会議（リアル版②）

令和６年６月12日（水）
平塚学園高等学校

高校生の“生の声”

特別支援学校と、通常学校
との交流の機会を設定して
ほしい。

クラウドファンディングを利用
した校内のバリアフリー環境整
備をしたらどうか。
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【参考】 子ども目線会議（デジタル版）

WEB画面イメージ
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【参考】 子ども・若者みらい提案実現プロジェクト

自分の意見が
社会を動かした！

自己肯定感
自己有用感
を高める効果も期待


